
高齢者の歌はどれほど知られているか？

~歌に関するアンケート調査より～

Ｉ

は じ め に

渡　 辺　 嘉　久

十数年前から学生やボランティア達とともに、デイサービスセンター・軽費老人ホームなどの

高齢者福祉施設で、アコーデオンを使い 匚歌の会」を続けてきている。歌を通して、高齢者と学

生とのかかわりや高齢者相互のかかわりを促進することをねらいとしてきた。

そこでの経験は筆者に多くの示唆を与えてくれた。例えば、1927  (昭和２）年に発表された三

木露風作詞、山田耕筰作曲の【赤とんぼ】は、今日でも人々に親しまれている童謡である。特別

養護老人ホームで【赤とんぼ】を歌っていると、一番に『負われて見だのはいつの日か』という

歌詞が出てくるが、若い人たちは 匚トンボの大群に追いかけられる」と思っていることが多い。

匚負われる」の意味が理解できていない。 まして三番の歌詞の『十五で姐やは嫁に行き』の 匚姐

や」がわからない。

そこで、高齢者に向かって 匚ネエヤつて何ですか？」と質問することにより、いろいろな話題

を引き出すことができる。このことは、高齢者に 匚若い者に教える」ことができたという満足感

が自信につながることが、経験的に実証されている。また、この話をじっと聞いていた認知症の

高齢者が、匚山へ藥の実を摘みに行かされたなあ」と呟いて、みんなを驚かせたこともある。

歌は、その時々の時代の出来事や文化を反映しており、歌詞やメロディーは世代を超えて歌い

継がれていく。特に、高齢者にとって歌は懐かしい思い出につながるものであり、たとえ歌わな

くても耳を傾け、知らず知らずのうちに指先や足先で拍子をとっている認知症高齢者も多い。こ

のような高齢者が、たとえ認知症であろうとも、歌を通して『かつて光り輝いていた時代』に思

いをはせることによって活気づかせることにつながる。このことは、日々の生活を、明るく・楽しく・

生き生きとしたものにし、ひいては介護保険におけるコスト軽減につながると考えられる。I）

ところが、高齢者が好む歌、昔から歌われてきた歌を、学生たちはもちろん、施設のスタッフ

でも若い人たちの中では、歌そのものを知らない人が増えてきていることを実感せずにはおられ

ない。事実、高齢者福祉施設では音楽のプログラムが少なくなりつつある。行なっていてもカラ

オケに頼っているということが増えてきている。その理由をたずねると 匚お年寄りが好きな歌が

わからない」匚なかなか歌ってくれない」などという答えが多い。引き出し方の問題であるのだ

が、ある程度歌の意味を知らないと高齢者の思い出などを引き出すことが困難となる。
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この経験から、高齢者が歌える歌や親しまれている歌を、どの程度若いスタッフや学生たちが

知っているのかについて、 アンケート調査を開始し、現在も継続して行なっている。

本稿は、このアンケート調査で得られたこれまでのデータをまとめ、性別や年代によって得点

はどう異なってくるのか、高齢者福祉の関係者とそれ以外の者とでは差違が認められるか。さら

に、高齢者にとって親しみやすい歌がどの程度学生やスタッフに知られているのか（認知度）に

ついて分析と考察を試みるものである。

Ｈ　調査の概要

１ 調査時期・調査対象・調査方法

本調査を開始した2000年 １月から2007年９月までの開に、約1600人に対してアンケート調査を

実施してきたが、質問項目が130 項目と多 く、空欄かおる解答用紙も少なくない。 そこで、１力

所でも空欄のある回答は無効回答として扱い、最終的に有効回答1152を得ることができた。なお

年齢を統一するため、2007 年９月末日現在に換算している。

調査に当たって、アンケート用紙作成の資料として、呉竹英一編：　匚歌の宝石箱 ～手あそび

歌付～」：ドレミ出版社:1999 を使用した。本書は、認知症高齢者に対する音楽療法に、長年に

わたって携わってきた呉竹英一氏らが、高齢者から好まれている歌、高齢者にとって歌いやすい

歌などを約3000人のアンケート調査により、130 曲を選曲し掲載している。 ジャンルは唱歌、童

謡、歌謡曲、軍歌にわたっている。また、高齢者にとって歌いやすい音域（低い“デ’から高い

“ミ”まで）に移調してある。さらに、歌詞が大きなゴシック体で印刷されており、高齢者に読

みやすく工夫され、高齢者には親しみやすい歌集として編集されているノ

調査の実施に際しては、高齢者福祉施設の職員対象の研修、 ホームヘルパー養成講習会、介護

福祉士養成施設などにおける授業などにおいて、アンケート用紙（資料①）を配布し、130 曲そ

れぞれについて 匚歌える（歌詞を見ながら・伴奏があれば歌えるでも可）」歌にぱ ○”印、匚

知っている程度（歌えないが聞いたことはある・題名だけは知っている程度でも可）」歌には

“△”印、匚知らない（全く知らない）」歌にぱ ×”印をつけてもらった。

また、 タイトルだけではわからないこともあるため、すべての歌に対する歌い出しが書かれて

ある資料（資料②）を配付し、さらにアコーデオンで伴奏したり歌ったりして、また対象者相互

で相談してもよいこととし、忘れている場合もできるだけ思い出せるように配慮した。

ただし、学生の家族などにアンケートを依頼した場合は、集合して行なっていないため、資料

①②を学生から渡してもらい、相談しながら記入をしてもよいということで依頼した。

このようにして得たデータから無効票を削除し、1152のデータを集計した。調査対象者の年齢

別人数および朧歐別人数は＜表１＞および＜表２＞の通りである。
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＜表１＞　調査対象者の年齢別人数

年齢区分 性別 人数 年齢区分 性別 人数

20歳以下

男 12

50歳以下

男 ９

女 30 女 95

計 42 計 104

25歳以下

男 36

55歳以下

男 12

女 １１４ 女 90

計 １５０ 計 102

30歳以下

男 79

60歳以下

男 21

女 １５２ 女 95

計 231 計 116

35歳以下

男 57

65歳以下

男 ８

女 65 女 36

計 122 計 44

40歳以下

男 33

70歳以下

男 ４

女 71 女 20

計 104 計 24

45歳以下

男 １８

71歳以上

男 １１

女 73 女 １１

計 91 計 22

合　計

男 300

女 852

計 1152

＜表２＞　調査対象者の属性別人数

属　　　　　 性 性別 人数

Ａ　特別養護老人ホーム職員

デイサービスセンター職員

男 21

女 ５１

計 72

Ｂ　 介護福祉士養成施設学生

ホームヘルパー２級養成講習受講者

男 164
女 ５５９

計 723

Ｃ　 その他

(老人大学受講者・介護系以外の学生・学生の家族など)

男 １１５

女 242

計 ３５７

合　　　　　　　　　計

男 300

女 852

計 1152

２ 集計方法

1152人の得点については、130曲それぞれの歌についで ○”としたものに２点、“△”とした

ものには１点、“×”はＯ点として入力し、130 曲に対する各人の合計得点を算出し、すべで ○”

の場合の素点260 点を100点に換算した。すなわち、得点が100点満点の大は130曲についてすべて

歌えるということになる。

また、歌に対する認知度については、130 曲それぞれの歌ごとに1152人分の素点を算出し、歌

ごとにその合計を1152で除した。すなわち、全員が 匚歌える」と回答した場合は数値が２となり、こ

れに50を乗じて100％として換算した。この場合の100％とはすべての大が歌えるということになる。
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３ 集 計結果

年齢の得点および歌の認知度についての集計結果はそれぞれ＜表３＞＜表４＞の通りである。

年齢を20歳以下から71歳以上まで、５歳ごとに区分し集計した。調査対象者 の最少年齢は７歳

（女）で得点は16.5であった。また、最高年齢は90歳（男）で得点は36.5であった。いずれも「そ

の他」である。また、全対象者中、最低得点は19歳男性の8.5であり、「‾その他」のジャンルに入っ

ている。一方、最高得点は100（満点）であり、61 歳から77歳までの６人で、いずれも女性で、

施設職員３名、ホームヘルパー受講生３名であった。

認知度が高かった歌は順に【どんぐりころころ】（発表年1921 年・認知度98.7% ・以下同じ）、

【しゃぼん玉】(1922年・98.6%) 、【赤とんぼ】(1927年・98.4%) 、【上を向いて歩こう】(1961年・

98.4%) 、【ドレミの歌】(1965 年・98.4%) 、【チューリップ】(1932 年・98.3%) 、【お正月】（1901

年・98.2%) で何れも98％以上となっている。

反対に、もっとも認知度が低かった歌は【紀元節】(1888 年・10.1％）、【庭の干草】(1884年・

15.2%) 、【桜井の訣別】(1899 年・16.1%) 、【故郷の廃家】(1907 年・17.0％）、【美しき天然】

(1905年・19.1%) であり何れも20％未満となっている。

＜表 ３＞ 調査対象者の年齢層別平均得点

年
齢
区分
性別 人数

平均

得点

最高

得点

最低

得点

標準

偏差
年
齢
区分
性別 人数

平均

得点

最高

得点

最低

得点

標準

偏差

20歳

以下

男 12 33.7 70.8 8.5 16.17
50歳

以下

男 ９ 74.1 92.3 60.4 １凵5

女 30 39.1 82.3 16.2 13.41 女 95 76.5 99.2 23.8 13.10

計 42 37.5 82.3 8.5 14.27 計 104 76.3 99.2 23.8 12.91

25 歳

以下

男 36 30.9 71.5 10.8 11.60
55歳

以下

男 12 70.6 88.1 21.2 23.00

女 114 42.1 91.9 13.5 11.60 女 90 80.9 98.5 31.2 15.40

計 150 39.4 91.9 10.8 12.27 計 102 79.6 98.5 21.2 16.67

30 歳

以下

男 79 44.6 90.8 20.8 12.85
60歳

以下

男 21 71.8 98.5 22.3 23.05

女 152 49.8 96.9 14.2 13.83 女 95 86.4 99.2 36.2 12.87

計 231 48.0 96.9 14.2 13.70 計 116 83.7 99.2 22.3 16.10

35 歳

以下

男 57 41.2 82.3 13.8 13.48
65歳

以下

男 ８ 89.4 99.2 69.2 9.76

女 65 52.8 94.6 26.2 13.74 女 36 87.5 100.0 35.0 14.62

計 122 47.4 94.6 13.8 14.74 計 44 87.8 100.0 35.0 13.78

40 歳

以下

男 33 51.4 91.5 18.1 15.10
70歳

以下

男 ４ 86.7 98.5 77.3 9.58

女 71 62.0 95.4 24.6 15.23 女 20 9凵 100.0 65.8 10.53

計 104 58.6 95.4 18.1 15.92 計 24 90.4 100.0 65.8 10.31

45 歳

以下

男 １８ 67.1 97.7 39.6 12.46
71歳

以上

男 １１ 66.6 96.5 10.0 27.66

女 73 71.2 96.5 43.8 11.20 女 １１ 78.0 100.0 30.4 26.14

計 91 70.4 97.7 39.6 11.50 計 22 72.3 100.0 10.0 26.91

合計

男 300 50.2 99.2 8.5 21.39

女 852 64.8 100.0 13.5 21.56

計 1152 61.0 100.0 8.5 22.45
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N0. 曲　　 名 発表年 認知度

１ 青い山 脈 1949 81.5

２ 青い目 の人形 1921 53.8

３ 赤い靴 1921 87.3

４ 赤とんぼ 1927 98.4

５ 憧れ のハワイ航路 1948 66.3

６ あの子 はたあ れ 1946 52.8

７ あめふり 1925 90.4

８ 異国 の丘 1948 30.7

９ 一月一 口 1893 78.1

10 上を向いて歩こう 1961 98.4

１１ うさ ぎとか め 1901 95.9

12 美し き天然 1905 19.1

13 うみ 1941 97.8

14 浦島太郎 1911 92.9

１５ うれしい ひな まつり 1936 96.7

16 おさる のかごや 1939 82.9

17 お正月 1901 98.2

１８ お富さん 1954 65.5

19 おぼろ月夜 1914 78.4

20 お山 の杉 の子 1944 36.8

２１ かあさん の歌 1958 92.9

22 案山子 1911 44.9

23 影を慕いて 1932 33.8

24 肩た たき 1923 90.0

25 かたつむり 1910 97.3

26 カチ ューシャの唄 1914 30.2

27 鐘の鳴 る丘 1947 47.4

28 か もめの水兵さん 1937 85.0

29 加わいい魚屋さん 1937 71.0

30 紀元節 1888 10.1

３１ 汽車 1912 60.4

32 北上夜曲 1961 27.7

33 金魚 の昼寝 1919 43.8

34 銀座 カンカン娘 1949 60.1

35 金太郎 1900 84.0

36 くつがな る 1919 81.8

37 ゲイ シャ・ ワルツ 1952 36.4

38 コイ ノボリ 1931 94.0

39 鯉のぼり 1913 64.3

40 高原列車 は行 く 1954 36.5

41 荒城 の月 1901 84.0

42 黄金むし 1923 71.1

43 故郷 の空 1888 56.3

44 故郷 の廃家 1907 17.0

N0. 曲　　 名 発表年 認知度

45 国境 の町 1934 21.2

46 湖畔 の宿 1940 32.2

47 金 色夜叉 1917 37.7

48 ゴンドラの歌 1915 39.3

49 さ くら 1888 91.6

50 桜井 の訣 別 1899 16.1

５１ 里 の秋 1941 59.9

52 四 季の歌 1972 91.1

53 し ゃぼん玉 1922 98.6

54 |‘五 夜お 月さん 1920 57.1

55 酋長 の娘 1925 30.8

56 証城寺 の狸 囃子 1925 81.9

57 知床旅情 1970 59.9

58 白い 花の咲く頃 1950 20.7

59 人生 の並 木道 1937 41.4

60 す みだ川 1937 30.6

61 背 くらべ 1937 70.2

62 瀬戸 の花嫁 1972 83.2

63 船 頭小唄 1923 39.3

64 蘇州 夜曲 1940 24.8

65 人黒 様 1905 29.6

66 たきび 1941 95.2

67 たこのうた 1910 71.1

68 たなばたさま 1941 93.7

69 旅 の夜風 1938 44.5

70 チューリップ 1932 98.3

71 つ き 1910 85.9

72 月 の砂漠 1923 69.9

73 鉄 道唱歌 1900 41.2

74 て るてるぼうず 1923 92.6

75 同 期の桜 1944 54.6

76 東 京音頭 1933 66.1

77 東 京行進曲 1929 25.4

78 東 京のバスガール 1957 32.8

79 東 京ラプ ソディー 1936 49.3

80 ド レミの歌 1965 98.4

81 ト ロイカ 1953 58.7

82 ど んぐり ころこ ろ 1921 98.7

83 仲よ レト 道 1939 50.8

84 夏 の思い 出 1959 82.4

85 夏 は来 ぬ 1896 46.0

86 七 つの子 1921 89.1

87 庭 のＴ草 1984 15.2

88 野 ばら 1909 55.4
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89 箱根八里 1901 56.7

90 鵈 1911 92.9

91 花火 1941 36.4

92 花嫁人形 1923 48.4

93 埴生 の宿 1889 28.9

94 浜Ｔ鳥 1919 29.8

95 浜辺 の歌 1916 51.9

96 バラが咲いた 1966 91.1

97 春が来 た 1910 97.8

98 春の小川 1912 91.2

99 春よ来 い 1923 93.3

100 囗の丸の旗 1911 56.9

101 富士 山 1910 76.7

102 冬景色 1913 33.8

103 冬の夜 1912 20.0

104 故郷 1914 89.3

105 星影のワルツ 1966 59.7

106 星の界 1910 42.1

107 ほたるこい 1941 89.9

108 蛍 1932 24.8

109 牧場の朝 1932 39.1

110 真白き富士 の嶺 1910 23.6

１１１ 鞠と殿さま 1929 50.1

112 みかんの花咲く丘 1946 83.2

113 水戸 黄門 1988 93.6

１１４ 港 1896 26.3

115 港が見える丘 1947 22.7

116 虫の声 1910 87.2

117 村まっ り 1912 68.4

118 もみじ 1911 88.8

119 山小屋の灯 1947 24.6

120 夕 焼小焼 1923 92.7

121 雪 1910 93.3

122 湯島の白梅 1942 25.2

123 揺籃のうた 1921 54.7

124 喜びも悲しみも幾年月 1957 43.4

125 ラバウル小唄 1940 37.5

126 旅愁 1907 56.9

127 りんごの歌 1946 83.2

128 リ ンゴのひとりごと 1939 37.8

129 露営の歌 1937 46.8

130 ロ ーレライ 1909 33.7
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Ⅲ　集計結果の分析と考察

ここでは集計結果に基づいて、年齢層別得点、男女別得点、属性別得点についてグループ間の

平均得点 の差違について、歌の認知度について分析を行うこととする。

１　 年齢層 別・男 女別得点

年齢と平均得点との相関係数は、男0.63、女0.75、全体0.72となり、男女とも年齢が高くなる

とともに得点 も上昇していることが示されている。男女別平均得点 の検定では、Ｆ検定の結果は

f(851,299)= 1.01,nsで等分散となり、Ｔ検定の結果はt(l 150)= 10.08,p<｡05で有意であった。

＜図１＞　年齢層別平均得点
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＜図１＞によると、70 歳以下までは年齢とともに得点は高くなっており、71 歳以上は低くなっ

ている。71 歳以上の人数は22名と各年齢層の中ではもっとも少なく、そのうち18人は【その他】

に属しており、標準偏差は26.91と他の年齢層に比べて最も高く、年齢からも 匚覚えている人」

と「忘れてしまった」人が混在していることが推察できる。前述した最高齢の90歳男（【その他】・

得点36.5) もここに入っている。 61歳以上65歳以下の年齢層だけは、男の方が高くなっている。
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＜表5 ＞　61 歳 ～65 歳の属性と得点

属　　　　　 性 性 別 人 数 平均 得点 最 高得点 最 低得点 標準偏 差

Ａ　 特 別 養護 老人 ホ ーム職 員

デ イ サ ー ビ ス セ ンタ ー 職 員

男 ０

女 ２ 99.6 99.6 99.6 0.00

計 ２ 99.6 99.6 99.6 0.00

Ｂ　 介 護 福 祉 士 養 成 施 設学 生

ホ ーム ヘ ル パ ー ２級 養 成 講習 受 講者

男 ５ 93.5 99.2 86.9 5.26

女 30 88.4 100.0 35.0 12.72

計 35 89.1 100.0 35.0 12.02

Ｃ　 そ の 他

(老人大学受講者・介護系以外の学生・学生の家族など)

男 ３ 82.6 95.0 69.2 12.91

女 ４ 74.7 94.6 42.3 24.62

計 ７ 78.1 95.0 42.3 19.39

合　　　　　　　　　 計

男 ８ 89.4 99.2 69.2 9.76

女 36 87.5 100.0 35.0 14.62

計 44 87.8 87.8 100.0 13.78

この年齢層では、男８名、女36名の計44名のうち、35 名が介護福祉士養成施設学生またはホー

ムヘルパー２級養成講習受講者である。老人ホーム職員（当時）の２人の女はどちらも99.6とい

う得点であり、これを除くと、男が８名と少なく、内５名はホームヘルパー養成講習生であり、

他も老人大学の受講者などでいわゆる 匚元気老人」であることが推察される。

２ 属性別得点

＜表６＞　属性別得点

属　　　　　 性 性 別 人 数 平均 得点 最高得点 最低得点 標準偏差

Ａ　 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム職 員

デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー職 員

男 21 67.2 96.5 34.6 15.84

女 51 76.9 100.0 31.5 21.15

計 72 74.0 100.0 31.5 20.13

Ｂ　 介 護 福 祉 士 養 成 施 設 学 生

ホ ー ムヘ ルパ ー ２級 養 成 講 習 受 講 者

男 164 50.4 99.2 13.8 21.21

女 559 68.7 100.0 19.6 20.25

計 723 64.5 100.0 13.8 21.84

Ｃ　 そ の他

(老人大学受講者・介護系以外の学生・学生 の家族など)

男 115 46.6 98.5 8.5 21.16

女 242 53.0 99.6 13.5 19.79

計 357 50.9 99.6 8.5 20.43

合　　　　　　　　　 計

男 300 50.1 99.2 8.5 21.40

女 852 64.7 100.0 13.5 21.55

計 1152 60.9 100.0 8.5 22.43

調査対象者の属性別において，平均得点はＡ→Ｂ→Ｃグループの順に低くなっている。検定結

果は，ＡとＢグループではF(722,71) =卜8,ns 、t(88卜-3.7,p<.05 であり，ＡＢグループ( 高齢者福

祉に関わっているグループ) とＣグループ( その他) ではF(795,357卜 卜4,ns 、t(729卜10.8,p<.05 と

なり，何れも５％で有意であった。
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３ 平均得点グループ別年齢

＜図２＞　平均得点別グループ
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＜図２＞は、全調査対象者の得点を20点以下から100点まで５点毎に分割し、それぞれの得点

層にいる人数を表したものである。低得点グループと高得点グループの平均年齢を比較するため、

中央値58.3で、上位グループと下位グループに２分した。

上位グループの得点範囲は58.5～100、下位 グループでは8.5～58.1である。男女別人数 は、

全体では男300 名(26.0%) 一女852名(74.0%) であるが、上位グループでは男95 名(16.5%) 一女481 名

(83.5%) 、下位グループでは男205 名(35.6%) ・女371 名(64.4%) と、下位グループの方が男の構成

割合が高くなっている。平均年齢は、上位グループでは49.4歳( 標準偏差12.1)、下位グループ

では30.0歳( 標準偏差9.5) と約20歳の開きが見られる。検定の結果は、F(575,575) = 1.51,<｡05、

t(l 104) = 30.7, p<｡01となり有意であった。
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４ 歌の認知度

＜図３＞　発表年別曲数
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＜図３＞は、歌が発表された年代における曲数を示したものである。 1909(明治42)～1913(大正2)

年の間に発表された歌がもっとも多く22曲、次に1919(大正8)～1923(大正12)年の18曲、続いて19

39(昭和14)～1943(昭和18)年の13曲となっている。 130曲の内、1945(昭和20)年の終戦までに発表

されている曲はあわせて102 曲で、全体の78％を占めている。

＜図４＞　発表年代順別認知度
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＜図４＞は、130 曲を発表年順に並べ、それぞれの歌の認知度を表したものである。 1958年以

降では、【北上夜曲】(1961年・21.1%) を除いて50 ％以上の認知度となっている。　しかし、それ

以前は、発表年に関係なく認知度は高低かおる。発表年と認知度とは相関していない（相関係数

0.02) ということができる。すなわち、歌によっては発表年に関係なくよく知られている、歌わ

れているものと、そうでないものとがあるということである。

この理由の一つとして学校における音楽教育があると考えられる。 1989 (平成元）年の小学校

音楽抖学習指導要領では、今回の調査で使用した曲のうち、次の曲が共通教材としてあげられて

いる。第１学年【うみ】【かたつむり】【囗の丸】、第２学年【眷が来た】【虫の声】【夕やけ

小やけ】、第３学年【眷の小川】【ふじ山】、第４学年【さくらさくら】【まきばの朝】【もみ

じ】、第５学年【こいのぼり】【冬げしき】、第６学年【おぼろ月夜】【ふるさと】である。ま

た、鑑賞曲として第５学年【荒城の月】【箱根八里】、第６学年【赤とんぼ】かおるノ

題名は発表当時とは異なっているものもある。調査時においても【故郷】はわからないが【ふ

るさと】と言い替えると思い出した人もいた。

これらの歌のなかで、全体の認知度が60 ％以下であるのは、【囗の丸の歌】(56.9%) 【冬景色】

(33.8%) 【牧場の朝】(39.1%) の３曲である。この値の意味については、他の機会に考察すること

としたい。その他の曲については、やはり歌いやすい、親しみやすい曲であるということが認知

度を高めていると推察できる。このことについても他の機会に考察したい。

また、25 歳以下で得点が80以上という人が３人いる。一人は介護福祉上養成施設の学生、後の

二人は一般の学生である。この人たちにたずねてみたところ、匚家でいつも歌っている」匚小さい

ときにお母さんが子守歌のように歌ってくれていた」匚おばあちゃん子でいつも一緒に歌ってい

た」という答えが返ってきた。歌い継がれるということは家庭内でのこのような環境も一因であ

ると思われる。

IV　おわりに

集計結果の分析から、男女とも年齢が高くなるにつれて得点は高くなっていく。男女間では、

男より女の方が有意に得点は高くなっている。属性別では高齢者福祉施設の職員の得点が最も高

く、介護系の学生や講習生が続き、その他が最も低い。このことは日頃から高齢者に接している

職員やそれを目指している人ということから当然といえよう。

しかし、高齢者とのかかわりは、最初に述べたように個別にかかわらなくてはならないのであ

るが、職員は多忙でなかなか歌を通して個別に高齢者とかかかるという時間がない。

そこで考えられるのが、61 歳～70歳の人材をボランティアとして活用することである。この年

齢層の平均得点は85.5と全体より高く、各曲に対する認知度も全体より高い。
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これから団塊の世代が60歳以上となり、退職者が急増していくなかにあって、この年齢層の人

たちにも新しい生き方として高齢者とのかかわりを得心していくことは急務であると考える。

参考・引用文献

呉竹英一編：「音楽療法の現場からおくる　歌の宝石箱 ～手遊び歌付～ 」：ドレミ楽譜出版社:1999

横田憲一郎：「教科書から消えた歌・童謡」：産経新聞社:2002

金田一晴彦：「童謡・唱歌の世界」：教育出版:1995

読売新聞文化部：「唱歌・童謡ものがたり」：岩波書店:1999

読売新聞文化部：「愛唱歌ものがたり」：岩波書店:2003

文部省：「小学校学習指導要領　音楽」:1989

注

１）日本ダイバージョナルセラピー協会編：「全人ケアの実践」：朱鷺書房:2004.  pi  5

2） 呉竹英一編：「歌の宝石箱」：ドレミ出版社:1999. “はじめに”より

３）文部省：「小学校学習指導要領　音楽」:1989
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資 料 ①

「あ の歌 ・この歌　130 曲 」 認知度 ・好感度 アンケート　　　　　　　　 男・女　　 年齢　　 歳

【 歌える（歌詞を見ながら・伴奏があれば歌えるでも（づ）→○・知っている程度（歌えないが聞いたことはある・

題名だけは知っている程度）→ △ ・ 知らない（全く知らない）→ × 】の印を記人欄に入れてください。次に

あなたの好きな歌10曲を選んで番号を二 で囲んでください。　年齢・性別も忘れずに記入してください。

Ｎ０． 曲　　名 記入欄

１ 青い山脈

２ 青い目の人形

３ 赤い靴

４ 赤とんぼ

５ 憧れのハ ワイ航路

６ あの子は たあれ

７ あめふり

８ 異国の丘

９ 一月一口

10 上を向いて歩こう

１１ うさぎとかめ

12 美しき天然

13 うみ

14 浦島太郎

１５ うれしい ひなまつり

16 おさるのかごや

17 お正月

１８ お富さん

19 おぼろ月夜

20 お山の杉 の子

２１ かあさん の歌

22 案山子

23 影を慕いて

24 肩たたき

25 かたつむり

26 カチュ ーシャの唄

27 鐘の鳴る丘

28 か もめの水兵さん

29 加わいい魚屋さん

30 紀元節

３１ 汽車

32 北上夜曲

33 金魚の昼寝

34 銀座カ ンカン娘

35 金太郎

36 くつがなる

37 ゲイ シャ・ワル ツ

38 コイ ノボリ

39 鯉のぼり

40 高原列車 は行く

41 荒城の月

42 黄金むし

43 故郷の空

44 故郷の廃家

N0. 曲　　 名 記入欄

45 国境の町

46 湖畔の宿

47 金色夜叉

48 ゴ ンドラの歌

49 さくら

50 桜井 の訣別

５１ 里 の秋

52 四季の歌

53 しゃぼん玉

54 |‘五 夜お月さん

55 酋長 の娘

56 証 城寺 の狸 囃子

57 知床 旅情

58 白 い花の咲く頃

59 人生 の並 木道

60 すみだ川

61 背 くらべ

62 瀬戸 の花嫁

63 船 頭小唄

64 蘇 州夜曲

65 人黒様

66 たきび

67 たこのうた

68 たなばたさま

69 旅 の夜風

70 チュ ーリップ

71 つき

72 月の砂漠

73 鉄 道唱歌

74 てるてるぼうず

75 同 期の桜

76 東 京音頭

77 東 京行進曲

78 東 京のバスガール

79 東 京ラプソディ ー

80 ドレ ミの歌

81 ト ロイカ

82 ど んぐりころころ

83 仲 よレト 道

84 夏 の思い出

85 夏 は来 ぬ

86 七 つの子

87 庭 のＴ草

88 野ばら
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Ｎ０． 曲　　 名 記入欄

89 箱根八里

90 鵈

９１ 花火

92 花嫁人形

93 埴生の宿

94 浜 玉鳥

95 浜辺の歌

96 バラが咲い た

97 春が来た

98 春 の小川

99 春よ来い

100 囗の丸の旗

101 富士山

102 冬景色

103 冬 の夜

104 故郷

105 星影のワ ルツ

106 星 の界

107 ほたるこい

108 蛍

109 牧場の朝

110 真白き富士 の嶺

１１１ 鞠と殿さ ま

112 みかんの花咲 く丘

113 水戸黄門

114 港

１１５ 港が 見え る丘

116 虫 の声

117 村 まっり

１１８ もみじ

119 山小屋の灯

120 夕焼小焼

121 雪

122 湯島の白梅

123 揺籃のう た

124 喜びも悲し みも幾年月

125 ラバウル小唄

126 旅愁

127 りんごの歌

128 リンゴの ひとりごと

129 露営の歌

130 ロ ーレラ イ

出典 「歌の宝石箱」:呉竹英一編

：ドレミ楽譜 出版社:1999



資料②

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

高齢者の歌はどれほど知られているか？

青い山脈 俘7ぐ剪ぶII凅ﾌ 酌゚ご惶汾な座阮 ぶ疸6 哽 ぐ淳い功厮三回碓F今μ６めyz６の歹蒼岬汕り

青い目の人形 澀 叫7 を 乙カ友べがなアメ クカ莖ま力のをルロイ心7≠ の渺茫つ1コカとき …リ

赤い靴 石部コ避なり乙力女の子廻ﾉＵ'ぶぬめ叭5力 て疔っ右1・ つカリ

赤とんぼ6 ク甜びヅ印 ぴの瘧 汢ぷな資力カて層たのがいつのμｊリ

憧れのハワイ航路 圜 裝カし佶そよぐ菖嵒y 歯 の/づ の詣駅 溥犖 テープ蒼芫が賈Ｗzば …リ

あの子はたあれ 価 のデなカ彦力邃 で乙よねなぷか心なつ助の逆のμ 以 形さぶ汢遊沁でぶ …リ

あめふり 濕屁禪吮摩力母きぷか魴のが乙紿恥fj 力し コなどタデと冫デデやタプデタグプラクランランリ

異国の丘 弓 μヽ6j μ μφぐj捏駱夕万だ友よ=j縋 嵋 丿勿なかろ涯跼税学夕っごろ瀚油迴ぎｸ や･･づ

一月一日 碑ごのがが必の冽/汢乙聹ぬクなま芦のＪう？たさ蒼がかたｒ びヲごとに舘丿今石/こぞ羮 乙びカフ

上を向いて歩こう こかを綰II 乙剪ごｊ族効.`ごばyzないように留り誚 ﾂﾞﾌ呑のμク汢クぽっ右の戎ｸ

うさぎとかめ 爬 乙６乙か必よか助さぷよ渭界のうちだ右ま涎がぶ歩 みののろい６のがない …リ

美しき天然 ｄ汐ござ涎ｙ陷肩の鯊萋よ夕灌ちつぶ潜の諄涎淤叭淤髟艱汢懼ま淤友ぎJり藤の淳･･ づ

うみ 函畆だぷコなえまい乙ソ/か勿ばぶ乙.μが忿乙り

浦島太郎 び芦俶訛身詁朏ヅカ廓だ遅吮６yzＤ 音営寡fへ滌ごみ力ぱ絵だ６かびなり嵯 乙さり

うれしいひなまつり6 びｸ をつびま乙よば沁ぼ脚ご右蚕を岫びま乙よ蓆の逆互べ磨デの留ズＪ諾 …リ

おさるのかごや ぼ っさ涎っさ涎っさぼいさっさ右蚕のかごや岩万IIさっさ尽萵だのx/汾諳μコ道 …リ

お正月 陥 列コぐっねぶ汢在zZこﾉﾂ右£ﾉﾂだが万ご彦びｒごま蒼ま力乙て彦そびま乙よ …リ

お富さん 消防渭 鋸4礒防 のなだ鳶な姿の爬ll髪涎沁がなダガよ右笞さぷ空きロコカ汢な …リ

おぼろ月夜 ほぎの尼宕にノ(ク昌蔘な屆溲ｙ7加ｸ届誣ぷ湎乙蓊甜ぞよ姉ぐきをjlびzば …リ

お山の杉の子 心芋々 のぞのぎ稽の濱布のすぐ`ぞばだφよなお以φ諾 っカとき岫っ力汢さ …リ

かあさんの歌 びyさぷが泌なべを乙て≠猖編沁 でぐ力た濱剏６乙掟IIちゃぶ`カｊ嵋ｊｒ ‥つ

案山子 濕/yz/のφの一浪が泓葵zか元无鄒四よ1コのに蔗芒つび７ｊ劭七 癇までただ忿ち遥乙 …リ

影を慕いて ぽ ぼろ乙の茆を澀り石膏だμんび/だやぶぎ力磊か謇IIつつ助劼酣砂ぶ侖の浦だ …リ

肩たたき 閇は ぷ右厚蒼カカまましxj タンノ4クタクｙQンタンノり・声ンｙyさλ沿嚢勿･訪 クますね …リ

かたつむり ぐ？ぷ？ぷ嵒々かカつ乙怖右ま友のj敝 衣と.`ご/ご岫ぶ弯訪ぎ瀲磑世海防也リ

カチューシャの唄 劭 ヲ≒二l－シｆｊφ り价稈力の笋よぎ助乙彦力懼汢ぴ力丿留汢渺んｊ鈬コ莟ララ …リ

鐘の鳴る丘 鴟jの石Eの冰り塵窗汢ぷがｸ 蔔７勿超/か鴇餘徇9ｸ ます≠ンコクカク …リ

かもめの水兵さん 図福 助の諛兵さぷな６ぶだ次兵さぷ沿い蔔７/詢l シタク沿い蚤 …リ

カ暁)いい魚屋さん 図･力6161かわ い吋砒甜さぷままご通達ぴ飃亀昼さぷごぷ右な寂絎いjjかヤムよ ‥り

紀元節 ｄ敦ごぞぴ碵ぶ肩子居の肩茹からり ご窮6 浪 ６なびまぶ乙び石λ諏叭湛跟ぐ･今μこそ羮 乙び力ﾉ

汽車 ぐ今が訪φ今心頃弓 μヽ濮蔵瀝ぶぞと留jﾉ覃6 なぐyQクメルの擢右誣っ乙広男頌ﾘ

北上夜曲 図μコ誓詞コ沿/髣今の濮煢 ていぶよな彦の羅昭い訪すの政留II訪すのμ姥しか引置奴/の蔬ﾉ

金魚の昼寝 石部コベベ咨力萌斟I 遼 絎右助助蒼さまぎばご黼浤すぶぞﾂ

銀座カンカン娘 価 のヂか力いやカンカ乃魴和コブラクヌザンダンかがII乙謬蒼々つやら磁曽勿譱弯 …リ

金太郎 ぽ さかクかつい石たむ渡蓆だまカポク蠹瘴のびいごがいいI ど うどj ないどうどう …リ

くつがなる6 お≠≠つない瓦螟澀蒼砂ぴびみぷなjjめ いいヅ嵋 だなっ乙蓊をｊ力友頡畛か･揶ぶ ･･づ

ゲイシャ・ワルツ 鴟 な力の夕－だ己身yz/6砂岩Ｊダーク・ダンヌの滌ま乙さ …リ

コイノボリ 債y齧よク滌り煮仞ばりえまいJ剪篩な縋ぶご蘗 ﾂげ い贏鯉がデど６た右湎zﾌﾞﾉぞ 髫ご淅1コＦＪﾘ

鯉のぼり 冖コ６かの屋汢豐の差萋なぶ差のφ堕を麗晉ぶ偈肩/ご滌ぐ淅ぐ恟愍のぼｸﾘ

高原列車は行く びr鄙刀,惑沙 石・ クヽケデ叢吮頡爬甥の乙爻油倨凌菎び名剪ぶり淳翕り蓆霧 …リ

荒城の月 ご函路鳶の巡泛躓劬 ぐぶがjjびさ 乙ｒ子付の疸防郤りりび訪で乙 …リ

黄金むし ご毒会乙し な釡からがjj力ぐ石窟 て冷倉瞿てた岩屋乙北赦堽っｒまカリ

故郷の空 ぴこ佶が岩面沁弼ぶまっまか鴟葆ち乙觝必なぐ蕋涎以遠乙浙卿勿望 …リ

故郷の廃家6 膾今ぶ ぶさ慂滌ｒみ力ぱ笏ぐ疸綰ぐ刃ぞよぐ屈祠尼勿 ﾂﾞｿ//のささやま６ … ノ

国境の町 ぐぞりの鉗さえj廁乙ぐ懼ぐ懼の赧瞑丿一蔔郤哺よぴ汢つ以碵瞎 や瓰個勿星が …リ
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高齢者の歌はどれほど知られているか？

湖畔の宿 濕/の蓴しl 藹?ごひとり滌だの6 が 訓コ心身の寤ぷだ力友か力乙殄z7の濟汢がま鳶てぶ ･･り

金fl.夜叉 漣緜糾班畆頏艶歩すぶ首一右邱匹二λ逼れ渮ん=ｊ 砧倡 今昂霏々溝昌諄ぶ６今仞Ｗクリ

ゴンドラの歌 ロコの右北尾認？よ乙応紅ま苣泌か高僧?ご遡ま砲導恰友高留んご嵋ぶの刀μがない６のぎり

さくら ぐ刄霽猫全の望ぱ見濔すかき･汐慶妙雲沙ないぞ功ダぶいざや０ざや召だ劭かぶﾘ

桜井の訣別6 孛迴浅泗ぶ疸でZ/勿望のめカクの夕まぐ力浪の召診に鈴汢必７こ累ぷ霤の瀚のし/ごに …リ

里の秋 び魴jな諍かなﾀﾌの及右君戸だし衣収寿四灌右ぶ蹌が彦彦母さぷとんだ匸ス齎収差青てま九劭河嘉届り

四季の歌 自席を豐 すぶスが心卯ま訊 すみyzの疸のような踞の支x:跟

しゃぼん玉 陪 やな治呈汢ぷだ邨農ぽ で慂ぶだ屋饗ま瓦汢ぷ？ご力右７凉阮 カリ

十五夜お月さん 白り辺齡ちソ/さぷご汐び沁よ石錺やが右裔汢クまムカリ

酋長の娘 蔆陋 ラバさぷ謾蹙の齠色峺髫け衂齢衷乙'やｊシＵ

証城寺の狸囃子 ぐ乙よ乙よ証屏祟話奸才の庭がクク刀浸がみぷな功乙鈞コ苳り濱り …リ

知床旅情 吹涵cの肺だ・ マヽチヌの哽ぐ認酊い功乙でT右ぐ岩砿亡右のことを銘ん召齬い瓦石Eだ登吮ば …リ

白い花の咲く頃 広/り疸か癆りヱソごぶぶさ汢の道り麥のμさよなら汢云っ力石 …リ

人生の並木道 広祕 虚報よμよぷぐな屋びぱ緲皿ニノt乙乙炮唹をだ乙力呎恋がな1リ

すみだ川6 韜か沁已ム/こ渭い，ﾌﾞﾌかぴ口宍コでｊＷz嶌巛假zyZ卮り功乙まずT齠 盲羣勿及のμ源yzの謝の帰り

背くらぺ 菌Ｊ まみ７右ＪＪ乙叺互ﾉﾌ五万の彦瑟べ默淦べ岔ぺｇＪぷか渥ってぐyzカ庁のカゲ …リ

瀬戸の花嫁6 禊戸か石嘱哨 乙名鮎φ淤諮な力の溜へ餉呶ご劭ぐの沓ＩＩＪＪ ６渺だ疣ｙＪゲカど …リ

船頭小唄 μ 碵 がμ砺?勿が右すすまμ 乙J･右ま友６剏れすすまどう世匸こﾉりばごの/がでな …リ

蘇州夜曲 尽が参瀚皈燬徊哨 司顰ぐ頡呉苟呶呶応の髭働z誦凱仞老齏ぶ呑を滌乙.か 勿愀がすすり泣り

大黒様 ぐﾐ右右まな莚を桴たか脱走倡砿が梁丿纐名 汢ここ/ご葯帽勿后ｊＪｊ浸苔乙丿消 乙冰滌ｸ

たきび ぐ毎蚕仞苒蚕仞乕がｸ 弯がま波だ躄ま浦が淤 右溺で躄ま/ 泌 力ろr&> カろｊよノ …リ

たこのうた μΓご力ご彦丿碵蓆よぐ受び司害ま？彦丿碵ズま？彦丿碵ﾉ

たなばたさま　渭陌瘴Fざらざら方巡なご劭yzぶ右昴黛ま６ま６ｊ涙卿ｿﾜ

旅の夜風6 芒6 薗6 肅 み蟲阮 て疔ぐか男勿量ま函胎勁コてぐyzぶなぼろぼろ刀よ刀のが政を勁ク疔ぐリ

チューリップ 個 コ々カ哽りカヅ≒二,－クックの逕池憲治が並％が冰/]ﾂ渥色どの逆召ｒ６まカ1コだ乙ﾘ

つき び/た功力刀丿晩 け逎りま石遞り迴ヽのよｊなχ/ガリ

月の砂漠 び/のμjぎをがぶばぶ慂莇の６ぐだｊ４φままムカ滄慂鳶慂の右方り二 つぶシ£･？φままムカリ

鉄道唱歌 びを居≒ 高韜厩をがや涯譌疔驟μ禝吮七夕戛を匯肩//ごλク虜 ぶ刀を茄啓の友ど乙つ

てるてるぼうず ぐてぶｒ ぶ居丈てふ鐘とか貿/７无翕だ乙乙右ぐ岩いつかの濟の堕のよに …リ

同期の桜 び豹絛汢蓆と卿屬仰の茄右など弃裳蛤の症んご哽ぐ哽り力疸なら謹ぶのμ丿巓歹…リ

東京音頭 汾 アヽ居り居ぶな６チョずん破茣浬廈ヨイヨず蚕の庫吻巡の澎覬綰φ でゲテや一声ゾーンか …リ

東京行進曲 皿 乙乙l鳶艙の皿 乙'搴聊荼勃･j蜜/ろ ジタズ己渺っｒ ク≠・ ルご妲けて …リ

東京のバスガール( 夕μコ希望＆淤6 彦ぶどふの訪泗拓治の≠へ蘿の諛髞凉だっびて … ノ

東京ラプソディー 詞淞？ 老齏 ぶ淳6 塵勉勿蓆の万了舒つなぶぴ汢ク君ぴ汢ク …リ

ドレミの歌 び ががーナツのだかなかぞンのレｊがみぷなの.fフアがファイ声のファンな淳け佶 …リ

トロイカ ぴ挈の汐華表濱夕嶇陟喫友ぶ逑カり=7ず力がが６か/ご跟の函瘴り

どんぐりころころ 劭％ぐクごろごろどるぶ･ｸご右勉にがまっｒよ彦ノｕ図蘯勁丿訪ｒまて今μが …リ

仲よし小道 破な ムヅ蛍yμどこ収澀いつ６夕鴪鈩 みヽよ 右やぷ汢ランバセル庁渮っご足龠よぐ …リ

夏の思い出 ｄ?洫 ぐ`力な習II功すμぶか崔居齢蓊け韲痂辺φ/ごX砌･びぐぶやさいl 影 聆勿φが ‥づ

夏は来ぬ ぐ凉勿巡のだ右丿垣茹/ご丞声声≠友が6 苳 なまてこざび昔６６貳夏政淀力り

七つの子( で応など聒ぐ収応召z//にかぬ１巾 盍つのヂが諮ぶｊ拓より

庭の千草 湲jFの子驛6 嵒の淳６がｙzｒさぴ芯ぐなりだびク彦詢バ/原あ彦/白陋君り 汢ク右ぐカご哽ま/ごびｸﾘ

野ばら 図F法ｇたり.がなかの濤嵩好６だ哽びぶぞの色が？つ遮纐･ダなか乙砲冫ご右丿壽ゆの濤斎ﾉ

箱根八里 濱隔仞z//μズ 石囎喞妬努暸6 羚なら尤万乂切吻ﾌﾐﾒ恥の吝 …フ

鳩6 ？ つぽっな顰ぽっば扠池冐 いコかそ６やぶぞみぷなで万舮よぐ遼べに苳1 リ

花火 ひ％ 汢孵っ力逆嗹だま力りがな鬯りっぱいだぴろがっカムガ冶房陟り ろがっカリ

花嫁人形 こ会婦謗デの農乙必ながら右朏齪綜μなど泣ぐのだ嵋ﾘ
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高齢者の歌はどれほど知られているか？

埴生の宿 ぐ迴/ごｇｊの詐6 力か腟五の婁いう６やまと'のぶかなクや呑収佶疸μし右揶な支 …リ

浜千鳥 ぐ淳け//蹌の庚ぶだμ斎をさｊ七ｒ孵ぐ肩が淤の逎澎七莖ま右功ぶ澑煢カ蚕の斎の/?リ

浜辺の歌 陥 ムカ庚之/蒼さまよ友ばガのご汢をぞ忍ばj5 ぶ渭の淳よ■勿さまよ凉すぶ差6 買 の虍6 リ

バラが咲いた 汾り か癆IIカバラか笏いカ滌っ瘧なバラがさぴ乙かっカばぐの癡だバラか癆1コカ ‥り

春が来た 図朏栄力呑か苳カどごに濱た冶だ苳た望に苳た埒9ご６苳カリ

春の小川 図防 ﾂﾞｿ//がざ ぶざぶ蓙ぶ岸のすみカや力ぷび勿逆だなII必でソごぐ色実乙ぐ …リ

春よ来い 図な 苳りがぐ苳０夛ま齡助力みい右やぷか冰いがな右のじょむ'よなりて …リ

日の丸の旗 ぴ勍訟ご冰ぐだの滅裂助ｒ彦岫うっぐし 戸石りJの曹なり

富士山 畄靆R語勿子/ご功乙/葱夕切吻を召右ろ乙回ぎさまを胥/ごぶびぐ盾まなμ本二一の話り

冬景色6 吋霧ﾗかφぶ瀏涅迦嶮だ沿し齦湟砿亡が凍超の頸万乙ていまだ躄次鈔ツy匐 汞ﾉ

冬の夜 ひ ６乙ぴ近ぐ衣齠うぶが呑の遥fぴ勿奠 乙さぶ淳ぶ蒻望な孑萵訪皆を鳶ｸ つつ …リ

故郷6 面 詢コ乙池のz//φ ぶ･な渺々乙かのｿﾉﾉ夢槍 今6 巡り乙疝れか力まぶぶさ汢り

星影のワルツ 両陋 ぶご慂がっぷコびど茫ぷ池･右1コぷが君の力助渭吮だ星茹仞 ワルツを訛右う …リ

星の界 び/なまみきだま６助ぐ溏瓣暝ぞ泓傴斟ポ堊仞すｊ號ス蕗曁渭てなひ無茆の道だ …リ

ほたるこい μjj がう齏ごII彦っ右の濟な湮いぞごっ右の水がないぞ亙うがう望ご１リ

蛍 び難ｸ腔な///ばた那顯右ぽろに夕やみ凉かび//の助がｊφ 郤y畆ぶ碧かが箴諒汐戻/答 汢63り

牧場の朝 政ガニ薇ん=j才右ご必カ踪歙 傾 魴糴の落ポプラニ彦糾ワうっすク汢渭０夕鈿ぷ勇ま乙ぐ …リ

真白き富士の嶺 ぽ バ/片息 把 繼卯の茫の鳴跟丿児 ぶ６今昌釧 匹 必仁 の麗々乙まみ虜だ …リ

鞠と殿さま ここら乙 乙 身 乙 手蕗乙 乙 ≠身の≠がぞytｒ どごか６どごまで汢ぶ？つ力 …リ

みかんの花咲く丘( 洒 かぷの疸か癆りていぶ,酊い功の逗万の這なぶｊ呟戉反 ぶ淳り落 …リ

水戸黄門 ひt生 奈妨 々や湮6 彦 ぶさ涙勿爬だμが6 功 ぶ夛いて疔ぐぷだ恙っぶ呻 と …リ

港 ぐ鬯6 泄 ６認な膵れ乙刀 だ晋まめ鉛の彦届廚勿遥1コだま･やか/ご凉ぎぐぶ淤6 適量なｸﾘ

港が見える丘 鴟 な力とニノし7求 た涯μ祿か児友ぶ五卮彦ぎ力疸そだ二つ蓴乙ぐ哽りｒＤカ ‥つ

虫の声 劭 右在濕?か擲りｒいぶチンヅりニアチンヲり=アチンヅりニフグン彦れ酘必６髣ま功 乙.カ …リ

村まつり　ぴｿ陥齢宇の弟葫の今μμ助でカい蔀麌μだンｙンとヤララだンとタララ …リ

もみじ6 呀の夕石/に超ぶ冶齔壽澀116 雇 い6 纛 ゐぶφだ初蒼彩 ぶ蓆や蔭なz//の崔勿癩砥蝨り

山小屋の灯 びこそｊ碵 のが浦がだのかに嶝夕てが輟に まと/φ 湮μ奩のφ息瓷習い功以容だよク …リ

タ焼小焼 と夕黹ﾂﾞﾘ蛤？μ力倡哨 賈//の右手泓齦が･な ぶ右予々つない巧箜齦ろう迴汢べ齦んごがクま乙よ引

雪 ｄy やごぷご擢やごぷご摩ってが蕋ってなずるｙ沁屏6 ぶ功6 野原6 赧 艀元かぶ･ｸ …リ

湯島の白梅 濕頡随陋 ぱ習い功す志荏とか疾仞心症尅:籾ぶや汐瀚]五百/ご遲ぶづ の詬迴斎り

揺籃のうた 郤印 池ご勿裘をカナダやか蓊ｊよねぶゐごねぷねごねぷねごよﾉ

喜びも悲しみも幾年月 μμ16 壽勿灯力 郤幀妻とニノいか跨冫ぐ廚色無驟蒼撕っご万居かざめび蒼ｊづｙフ

ラバウル小唄 なり5 びラバウルよズ滌ぶまでな乙ば乙旅心の詼朏にむ'か淤乙が勃に 岫の超召yzば …リ

旅愁 便?砂疔ぐ及の疣蓆の佶の力ぴ恙よ酊りにぴ汢ク滌か茵乙やぶぶさとが勃七夕母 …リ

りんごの歌 石齠コグクゴだ唇よぎて塀って層ｒＤぶ淳け佶タンゴな/陋ご６云力なりぴ力ど …リ

リンゴのひとりごと( 名 政諄っ瘧なタンゴです澎Z鬲碵呶コ堂の躇アグンゴ碧の膵た力μだ …リ

露営の歌 心俘っｒぐぶぞと勇ま乙ぐ蔗っ乙弛曝蒼功力からが≠剏たｒ郷ごぞな夕Ｘｊか ●●●リ

ローレライ 図で'ｊ哨吻/６ねぶと･力びて孝の齠蔚がぞぞ嵋潼だ乙右濆乙ぐ冫μμφぐラインの涎冶 …リ

出典　呉竹英一編：「歌の宝石箱」～手あそび歌付～：ドレミ楽譜出版社:1999
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